



























































(performance) を毘別した。 Chomsky によると言ー語能力とは“the speakerｭ
hearer' s know leclge of his language" で，言語運用とは“the actual use of 
language in concrete situations" である。 これに対・し Hymes (1971) は，
は言語の社会文化的な要臨も含まれるべきであると主張し， r能
力J と「運用J の誌別は厳密に「潜在的な能力J (unclerlying competence) 





括的な議論が盛んに行われたが(1)， Canale ancl Swain (1980) により一つの






能力 (proficiency) として動態的に捉え，それを 4 技能にわたって各学習段
階別に詳細に記述し，そこで




の言語観である o Richards and Rodgers (1986) はコミュニカティブ・アプ
ロ…チの言語観をコミュニケージョン的言語観 (communicative view of 
language) と l乎び，四つの特徴を挙げている。これに Br巴el1 and Candlin 
(1980) , Wicldowson (1983) , Savignon (1983) らが指摘する言語コミュニケ
ーションの交渉過程的な特設を加えると，以下のような五つの特徴を得る。
1. Language is a system for the expression of meaning. 
2. The primary function of language is for interaction and comｭ
mumcatlOn. 
3. The structure of language refl己cts its functional and communiｭ
catlve uses. 
4. The primary units of language are not merely its grammatical 
ancl structural featur♀s ， but categories of fUl1ctional and 
communicative meaning as exemplifi吋 il1 discourse. 
5. Commul1ication is a cOl1tinuous process of expression, interpretｭ



























内容的アプローチの出発点となったのは，ヨーロッパ協議会 (Council of 









カテゴザーとして意味・文法カテゴリー (semantico-grammatical categories) 
と倍達機能のカテゴリー (categories of communicative function) を提出し
ていたが，後に Wilkins の考え方をもとにf宇成された一般学習者のための最
低学習レベルとしてのスレショールド・レベル (Threshold Level) ではそれ
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らが概念 (notion) 及び機能 (function) と改められ，ここに概念一機能シラパ
スが誕生した。
第三三の点は，これは第一の点と霞接関連することだが，ユニット・クレジ
ット・システム開発時には， …般自的のための外国語教育 (Language for 
General Pur・pose，以下 LGP と略す〉と特殊自的のための外国語教育 (Lan“
guagefor Specific Purposes，以下 LSP と略す〉という考え方が明確に打ち





























提案していない。内容的アプローチの指導法については， Van Ek and Aleｭ
xander (1980: 246-251) , Alexander (1981: 16-17) , Morrow (1981: 52-66) , 
Littlewood (1981) 等で論じられているが，その指導方法の実際をもっとも


















である。それらの教授方略の基礎となっている原理を Richards and Rodgers 
(1986 ・ 72) は次のように整理している。
1. Communication Pl'inciple 
Activities that involve real communication promote learning. 
2. Task Pl'inciple 
Activities in which language is used for carrying out 
meaningful tasks promote learning. 
3. Meaningfulness Pl'inciple 































的な「寵接法J である。 Richards and Rodgers (1986) は，実践主義的な教
師の底感に合致するが故に現在でも広く行iつれているこのような教授方法を



























































Richards and Roclgers (1986: 83) が“Now that the initial wave of 




(1) Canale (1983) , Munby (1978) , Savignon(1983) , Brown (1987)等を参照。また，
一方でコンピテンスとパフォーマンスというこの二分割法に関しても， Canale 












関しては， Robinson (1980) , Widdowson (1978 , 1979, 1983) , Grellet (1981) , 
Ur (1984) , Trimble (1985) , Dubin , Eskey and Grabe (1986) , Hutchinsonand 
Waters (1987) 等を参照。
(3) Yalden (1983) , Dubin and Olshtain (1986) , Yalden (1987) , Hutchinson and 
Waters (1987) , Nunan (1988) , Nunan (1989) 等を参照。，
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